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研究成果の概要：

禁裏及び旧宮家に伝領された近世前期～中期頃作成された歌道伝授に関わる諸資料（主とし
て、『詠歌大概』『未来記雨中吟』『百人一首』『伊勢物語』関係の諸抄）の整理、調査と検討を
行い、併せて、調査途上に見出された重要資料については個別にその資料価値につき考察を加
えた。
江戸前期に禁裏・仙洞を中心として作成された歌道伝授に関わる諸書を伝領する宮内庁書陵

部（禁裏本）、国立歴史民俗博物館（高松宮家伝来禁裏本）、東山御文庫の 3 箇所に所蔵される
資料は、互いに転写、副本、兄弟本などの関係にあることが指摘されてきているが、類似する
書名を記すことも多い歌道伝授関連資料については従来記載内容の同定も曖昧であり、相互関
係についても未検討であった。本研究では、主として国立歴史民俗博物館に所蔵される高松宮
家伝来禁裏本の整理と内容同定の作業を核に、他に所蔵される伝本との比較を行い、その相互
関係や資料性についての検討を行なった。
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１．研究開始当初の背景

禁裏・及び堂上諸家の蔵書とその蔵書

群については、近時、田島公『禁裏・公

家文庫研究 第１輯』（思文閣出版 2003）

により、資料整理への先鞭がつけられ、

それらの蔵書がもたらした文化史的意義

に対する関心が高まりつつあるが、内容

面に踏み込んだ検討は、個別の分野にお

ける今後の検討課題として残されてきた
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と言える。宮廷の歌道伝授資料に限って

見れば、『皇室の至宝 東山御文庫』全5

巻（毎日新聞社 1999.4-2000.9）に一部

資料についての書影掲載と解題がなされ

たが、その記述には関連資料の未整理に

起因する誤解も少なくはない。

中世・近世文学の研究においては、文

芸の創造を支える基盤としての学芸やそ

の制度に対する感心は近年とみに高まっ

てきており、『歌論歌学集成』（三弥井

書店）、『近世歌学集成』（明治書院）

等の出版が継続されているが、そうした

学芸を支えた典籍・文書類の実態の調査

を踏まえた上で、宮廷の学問を総体的に

捉えた検討は非常に少ない。

本研究により、従来、抽象的議論に終

始する傾向にあった室町中期～江戸中期

の宮廷和学の実態が具体性をもって見え

るようになり、その後の個別研究へと繋

がる橋渡しとなることが期待される。作

成するデータは、室町中期～江戸中期の

天皇を中心とした学芸につき検討を加え

る際に、依るべき基礎データとしての通

用を想定しており、冊子媒体、電子媒体

での公表を想定している。本研究により

得られるデータによって、本研究は、天

皇家を中心とした宮廷の学芸を対象とす

る研究で、上記の既存の諸書の成果と併

せて、学芸の実態を多面的に捉えること

を可能にすると考えられる。

２．研究の目的

中世末期から江戸時代中期は、御所伝授

と称される天皇（上皇）と近臣公卿との

間で行われた伝授形式を介した和歌に関

わる学問的上の諸制度が確立し、天皇（上

皇）を頂点とする宮廷和歌のシステムが

宮廷の学問体系として禁裏・仙頭から堂

上諸家に浸透してゆく時期である。本研

究は、同時期の宮廷の学問が生み出した

テキスト群（主として和歌に関する「道」

の精神を求心力とする学問テキストをも

って構成されるため、以下「歌道伝授資

料」と称する）の総体的な把握と、基盤

的事項(書誌データ・著述内容の同定・テ

キスト相互の比較検討等)のデータ集積

を通し、その実態の把握を目指すもので

ある。

宮廷の歌道伝授資料群は、同時期の文

学のみならず思想・美術工芸方面への影

響も大きく、整理と検討とその活用が待

たれるが、国立歴史民俗博物館、宮内庁

書陵部、京都御所東山御文庫（宮内庁侍

従職管轄）等に保管される資料群は、内

容については依然未検討部分を多く残す。

本研究は、それら資料の積極的活用を促

す試みでもある。具体的課題と達成目標

は下記の通りである。

(1)国立歴史民俗博物館に所蔵される高

松宮家旧蔵の歌道伝授資料の書誌調

査と基礎的書誌データ集成の作成、著

述内容の検討と同定、及び、重要資料

のテキストデータ化。

(2)宮内庁書陵部に所蔵される禁裏伝来

の歌道伝授資料の書誌的調査と基礎

的データ集成の作成、著述内容の検

討・同定、及び、重要資料のテキスト

データ化。

(3)東山御文庫に所蔵される禁裏伝来の

歌道伝授資料（宮内庁書陵部・東京大

学史料編纂所にマイクロフィルム保

管）の著述内容の検討・同定と内容細

目の作成、及び、重要資料のテキスト

データ化。

上記の調査・検討課題は、何れも今後の研

究において共通基盤となるべき基幹資料の

集積を意図する。

３．研究の方法

(1)国立歴史民俗博物館所蔵の高松宮家旧蔵

歌道伝授資料の調査・検討及び内容細目

の作成

高松宮家旧蔵資料は禁裏伝来の歌道伝

授関連の資料より分割した資料を含み、

東山御文庫所蔵の禁裏資料の補完的意味

を持つ。保管先の書陵部・国立歴史民俗

博物館により一応の整理が試みられてい

るが、その内容についての検討はなされ

ていない。

初年度は所蔵される典籍・文書類につ

いて、以降の検討への準備を兼ね、はじ

めに歴史民俗博物館作成の仮目録によっ

て内容の同定と文書・典籍類のデータ上

の分別整理を行い、次いで比較的区分が

容易であり個別調査が可能な『未来記雨

中吟』聞書類の書誌的側面の調査と内容

の同定、同時期の記録類の内容同定から

調査をはじめる。調査に際しては、実見

の上で書誌的事項を確認し、写真版に複

写し具体的なテキスト個々の対比を行う。

次いで、年次を追って『詠歌大概』聞

書類、『伊勢物語』聞書類の調査を行い、



書誌的データを採集する。

(2)宮内庁書陵部所蔵の桂宮家旧蔵及び禁裏

伝来歌道資料の調査・検討及び内容細目

の作成

宮内庁書陵部所蔵の禁裏伝来資料につ

いては既に目録が刊行されているため、

同目録に基づき、内容の検討を行う。平

成18年度は、目録記載資料の通覧的な内

容同定を行い、次いで、比較的区分が容

易であり個別調査が可能な、『詠歌大概』

聞書類と資料名に「歌道」を関した諸資

料（「歌道之事」等）について調査と内

容同定を行い、具体的な指摘として同資

料の資料性を浮かび上がらせることから

調査をはじめる。

調査に際しては、書誌的事項を確認し、

写真版に複写し具体的なテキスト個々の

対比を行う。

次いで、『未来記雨中吟』『伊勢物語』

聞書類の調査を行い、基礎的データを採

集する。

(3)東山御文庫所蔵の禁裏伝来歌道伝授関連

資料の調査・検討

東山御文庫所蔵の禁裏伝来資料の調査

を、宮内庁書陵部・東京大学史料編纂所

所蔵のマイクロフィルムを用いて行う。

同資料については、整理された目録が無

いため、田島公『禁裏・公家文庫研究１』

（思文閣出版 2003）所収のマイクロフィ

ルム目録により、内容の同定とデータ上

の分別整理を行い、次いで、纏まった資

料として、『詠歌大概』講釈関連資料の

内容同定と整理を行うことから調査をは

じめる。

調査に際しては、写真版に複写し具体

的なテキスト個々の対比を行う。

追って、『未来記雨中吟』『伊勢物

語』聞書類の調査を行う。

(4)重要資料のテキストデータ化

上記(1)(2)(3)の作業と併行して、調査

の途上で、他に例を見ないなど重要と判

断された資料の画像データ化・テキスト

データ化を試みる。

４．研究成果

(1) 国立歴史民俗博物館所蔵の高松宮家旧
蔵歌道伝授資料の調査・検討及び内容細
目の作成

国立歴史民俗博物館に所蔵される高
松宮伝来禁裏本を実見し、歌道伝授関連
資料の整理と書誌データの確認、記載内
容の同定を行った。

『詠歌大概』関連の注釈書・伝書につ
いては、宮内庁書陵部に所蔵される伝本
群に包括される内容を伝えており、その
関係の深さが確認された。

『未来記雨中吟』関連の注釈書・伝書
については、京都大学附属図書館中院文
庫に所蔵される中院家旧蔵資料と関係
を持つ資料があり、その関係についての
個別の詳細な検討が待たれるが、本研究
では相対的な関係性の確認に留まった。

『伊勢物語』関連の注釈書・伝書につ
いては、京都大学附属図書館中院文庫に
所蔵される中院家旧蔵資料と関係を持
つ資料があり、歴博本に欠く部分を京都
大学蔵本で補うことが可能である。

なお、国立歴史民俗博物館所蔵の高松
宮伝来禁裏本については、総体としてそ
の整理検討と内容の同定が行われてい
なかったが、本研究に並行して、国立歴
史民俗博物館側で目録作成の計画が進
行していたため、高松宮伝来禁裏本に含
まれる『詠歌大概』『未来記雨中吟』『百
人一首』『伊勢物語』関連の注釈書・伝
書、『歌道秘蔵録』とそれに類するテニ
ハ伝書については、本研究の成果を、国
立歴史民俗博物館編『国立歴史民俗博物
館資料目録［8-1］高松宮家伝来禁裏本
目録［分類目録編］』（国立歴史民俗博物
館 2009）、『国立歴史民俗博物館資料目
録［8-2］高松宮家伝来禁裏本目録［奥
書刊記集成・解説編］』（国立歴史民俗博
物館 2009）の分類と書誌データ、内容
についての概要記載に反映させている。

(2)宮内庁書陵部所蔵の桂宮家旧蔵及び禁裏

伝来歌道資料の調査・検討及び内容細目

の作成

本研究の初期に、国立歴史民俗博物館

に所蔵される高松宮家伝来禁裏本の検討

が先行し、また同資料群の整理に緊急性

があったため、宮内庁書陵部に所蔵され

る歌道伝授関連資料については、高松宮

伝来禁裏本につきあわせるかたちで、主

として国文学研究資料館に所蔵されるマ

イクロフィルムと紙焼き写真本を用いて

網羅的に内容同定と高松宮伝来禁裏本と

の関係の検討を行った。

(3)東山御文庫所蔵の禁裏伝来歌道伝授関連

資料の調査・検討

東山御文庫に伝来する禁裏伝来資料に

ついては、主として紙焼き写真本により

検討を行ったが、一部資料については実

見により調査を行った。現行のテキスト

に比して良好なテキストの存在が確認さ

れた資料もあるが、個別の報告は別途論

文により報告を行う予定である。



(4) 重要資料のテキストデータ化

江戸前期の禁裏の学芸を考える上で重要

な資料である、京都大学附属図書館中院文

庫に所蔵される中院通茂筆『古今伝受日記』

の翻刻を行った。

また、国立歴史民俗博物館蔵高松宮家伝

来禁裏本については、書誌データ、奥書等

の調査結果は、国立歴史民俗博物館編『国

立歴史民俗博物館資料目録［8-1］高松宮

家伝来禁裏本目録［分類目録編］』（国立

歴史民俗博物館 2009）、『国立歴史民俗

博物館資料目録［8-2］高松宮家伝来禁裏

本目録［奥書刊記集成・解説編］』（国立

歴史民俗博物館 2009）反映させている。
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